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日本マクドナルドホールディングス（以下「日本マクドナルドHD」、東証スタンダード2702）

～プラスチック製ストロー、カトラリーの紙製・木製への変更等で環境対応しながら成長を狙う～

今回取り上げるのは日本マクドナルドHD。お馴染みのハンバーガーレストランチェーンです。「おいしさと笑顔を

地域の皆さまに」というパーパス(存在意義)の下、環境問題にも積極的に対応しながら収益成長を狙っています。

■SDGsにおける課題

プラスチックには、軽くて丈夫、着色が自由、大量生産でコストダウ

ンがし易い等の長所があります。このため、プラスチックは幅広い製

品に使用されていますが、近年、無秩序に投棄されるプラスチック製

品が河川や海洋に大量に漂流、景観を悪化させるほか、生態系にも

悪影響を及ぼす可能性があるとの見解が世界的に広がっています。

このような背景で、日本でも、プラスチック製品を大量に提供する事

業者には、製品の素材をリサイクルが容易なもの等に転換すること、

プラスチック製品の使用抑制等が求められています。

■日本マクドナルドHDが提供するソリューション

【関連する主なSDGs】

日本マクドナルドHDは、プラスチック製のストローとカトラ

リー (ナイフ、フォーク、スプーンなどの総称)については横浜

エリアの30店舗で、2022年4月に紙製ストロー、木製カトラ

リーを導入しています。また2025年末を目途として、顧客に

提供する全てのパッケージを再生可能な素材、リサイクル素材

または認証された素材に変更することを目指しています。

同社は、2021.12期まで6年連続で全店(直営店＋フラン

チャイズ店)売上高の増加、営業増益を達成しましたが、更に

2022.12期～2024.12期を対象年度とする中期計画にお

いて全店売上高年率5％前後、営業利益同3～5％の成長を目

指しています。「おいしさと笑顔を地域の皆さまに」というパー

パス(存在意義)を深化させながら、上記の施策を並行して進

め、収益成長と環境対応を両立させることを狙っています。

プラスチックをリサイクルが容易な素材へ転換する事が必要

ストロー、カトラリーの素材変更の案内

(出所)日本マクドナルドHD提供




